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日野宿発見隊第 10弾 

まちかど写真館 in ひの 

平成 20(2008)年 5月 3日～9月 15日 

 

このイベントは、日野宿発見隊が平成 20(2008)年 5 月 3 日から、当初予定の 6月末まで

の会期を大幅に延長し、八坂神社のお祭りの 9月 15日まで開催したものです。集められた

約 50年前の写真を当時の撮影地点と同じ場所に展示して、その移り変わりを見比べてもら

うという趣向でした。日野駅から甲州街道沿いに約 600 メートル、川崎街道入口までの街

道沿いの商店や家々の軒下に全部で 33点展示しました。雨に濡れても大丈夫なように金属

性のパネルに防水プリントを貼り、まちかどに出したのです。昭和の町並みをゆっくり散

策しながら、多くの人に見てもらうことができました。 

 巻末のチラシは期間中配布したものです。表面は戸高要さん撮影の昭和 37(1962)年頃の

日野用水付近の写真で、裏面は今尾恵介さん制作の日野宿の絵地図です。なお、表紙はポ

スターとして展示し、また裏表紙の絵地図は拡大パネル化し日野駅前に高さ 2 メートルの

日野宿案内板として掲示しました。期間中はたくさんの方がこのちらしを片手にまちを散

策する光景に出合うこととなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 また、6月 7日には展示した写真の見学ツアーを開催しました。当日は北原在住の松本保

さんや横町在住の安西清さんに案内していただきました。このときの様子を記録した『ま

ちかど写真館 in ひのツアー』を刊行しておりますので、『写真集まちかど写真館 in ひの』

とあわせてご覧いただくと、当時の様子を知るうえでよりいっそうお役に立つのではない

かと思います。 

□日野駅前に建てた日野宿案内

板 □オープニング・セレモニーで、パネ

ルを展示する写真提供者の馬場収さん

と平出日野駅長（当時） 
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 さて、このイベントにとって忘れられないのは、テレビ朝日の「ちい散歩」の取材です。

日野駅前に建てた日野宿案内の看板がたまたま日野を訪れた担当ディレクターの目にとま

り、思いがけない展開となりました。日野図書館を訪れた案内人の地井武男氏が番組のな

かで私たちの企画を絶賛してくれたのです。お陰で市外からも多くの観光客が訪ねてくる

など、テレビの影響力の大きさに今更ながら驚かされるとともに、私たちの取り組みがま

ちの活性化につながる大きな一歩となったとの自信も得られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

うれしいことにこの企画から、日野一小児童への写真や映像をもとにした講演やまち歩

き会、八坂神社の祭りの際の「八坂の祭り、日野の祭り半纏、ポスター展」（第 13弾）、み

ずほ銀行日野駅前支店での「まちかど写真館 in ひの総集編」の開催、さらに『写真集まち

かど写真館 inひの』の刊行。そして年が改まった 1月には市長の年頭スピーチの後に、理

事者や職員を前にして、日野宿発見隊の活動を報告するプレゼンテーションを行いました。  

私たち日野宿発見隊の活動が庁内でも認められ大きく飛躍した１年となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□みずほ銀行日野駅前支店

で開かれた総集編 

□図書館を訪れた地井さんを囲んで 
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写真集まちかど写真館 in ひの 

  

 平成 21(2009)年 3 月日野宿発見隊待望の写真集ができあがりました。市内外の方々か

ら提供いただいた半世紀前の写真のなかから、「まちかど写真館 inひの」としてまちなかに

展示した 33点のほか、懐かしの写真として新たに 20点を加え、フルカラー版で 1000部刊

行しました。当時を語る写真提供者からのメッセージや日野宿発見隊のこれまでの活動報

告を記録する内容の濃い写真集となったと思います。広報や新聞で刊行を知った方々から

の反響も大きく、時代を記録する資料として後世に伝える貴重な 1 冊となったのではない

でしょうか。 

なお、写真集刊行も含めて「まちかど写真館 in ひの」の事業に対して、地域活性化セン

ターより補助金を、また、みずほ銀行日野駅前支店より賛助金をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 □東京新聞 2009年 3月 9日付 
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日野宿発見隊第 12弾 

日野宿ふれあいこども横丁 パート１ 

平成 20(2008)年 8月 30日 9時 30分～12時 大昌寺駐車場、大昌寺 

 

発見隊のメンバーでもある日野一小の小杉校長先生の提案を受け、紙飛行機や水鉄砲作

り、ベーゴマ遊びなど昔遊びを楽しむ「こども横丁」を再現しました。また大昌寺の「時

の鐘」の実演もありました。このイベント開催にあたっては大昌寺の全面協力をいただい

たのはもちろんのこと、一小 PTA、一小ひのっち、日野囃子保存会、弥生会、新町青葉ク

ラブ子遊会、郷土資料館、子育て課、中央公民館など、多くの方々の協力をいただきまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 □「時の鐘」の再現 

□ご住職のお話し 

□「駄菓子屋児童館としちゃんち」の出店 

□一小ひのっちみこし 
□郷土資料館ボランティアに 

よる水鉄砲作り 



5 

 

日野宿ふれあいこども横丁 パート２ 

日野宿交流館 1階  午後 4時～5時 

 

 日野中央公民館の協力でうちわや灯篭作りに挑戦しました。できた灯篭は夕方からの夏

祭り向けに、日野宿交流館 3階へ上る階段に飾られ、祭り参加者を楽しませてくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日野宿夏祭り（夕涼み会） 

日野宿交流館 3階会議室 午後 5時 30分～8時 

 

ふれあい商店会との共催で開かれた 2 度目の夏祭りでした。あいにくの雨模様のため日

野宿交流館3階での開催となりましたが、半世紀前の日野を撮った貴重な8ミリ映像（DVD）

に食い入るように見入る年配の方々や、楽しそうに盆踊りを踊る女性陣がひときわ印象的

でした。もちろんこの日食べた御馳走はこどもたちにとっていつまでも記憶に残ることで

しょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□夕立にもめげず盛大に開かれた夏祭り 

発見隊の若手女性 2人も盆踊りに奮戦！ □見つめる視線の向こうには 

遠い昔の懐かしい日野の風景が… 
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日野宿発見隊第 13弾 

八坂の祭り、日野の祭り半纏、祭りポスター展 

平成 20（2008）年 9月 1日～15日 八坂神社の玉垣及び志村家 

 

 八坂の祭りが間近に迫る 9 月 1 日から、古くは明治から現代に至る祭りの写真を 25 点、

拡大パネル化し八坂神社の玉垣に展示するとともに、同時に森町の志村磨智子家で「八坂

の祭り、日野の祭り半纏、祭りポスター展」を開催しました。開催にあたっては八坂神社

ならびに、志村家、木村家、八坂みこし愛好会、加組祭り愛好会、日野みこし連合協議会

のほか、橋本栄萬さん、歴代の祭りポスターをお貸しいただいた泉沢章介さん、品川明雄

さん、中村喜久夫さんなど祭り関係者の全面的な協力をいただきました。 

 また、9月 14日には、佐藤信行さんのご厚意により、明治 13(1880)年宮神輿が奉納され

たときの戸長佐藤家信民、郡長佐藤俊正（彦五郎）、両氏の各祝詞の原本が八坂神社の本殿

にて初公開されました。 

 一方、日野宿交流館１階でも、こどもたちの祭りの写真やプリンとした日野の各祭り半

纏の写真を同時に展示しました。祭り好きの日野っ子にとってはたまらない展示となった

ようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□「この（展示中の）写真に写って

いる子は私よ」と高久美子さん 

□昔のポスターにご主人春雄さんの

姿を発見して喜ぶ谷スエさん 

□八坂の祭り、日野の祭り半纏、ポスター展 □ライトアップされて一段と映える会場  
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□八坂神社の玉垣に展

示された明治から現代

に至る祭りの写真パネ

ル 

□展示された半纏やポスターを見ながら歓談 

する八坂神社の土淵宮司と志村磨智子さん 

□玉垣前はいっときのギャラリーとなり、 

昔話に花が咲いたようです 

□万灯も飾られて祭

り一色の志村家 
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日野宿発見隊第 14弾 

まち歩き会「日野駅周辺の歴史をたどる」 

平成 20(2008)年 11月 29日 9時 30分～12時 参加者 38名 
 

天候にも恵まれ、紅葉したイチョウやカエデを愛でながらのまち歩きとなりました。ま

ず昭和 12(1937)年に現在の位置に新設されて現在に至る日野駅舎を、続いて駅北側の線路

下を流れる日野用水を見学した後、建ってから 120 年以上も経つ志村家（屋号「大屋」森

町）の家屋を、さらにかつて立派な麦わら屋根の家並みが続いたという旧甲州街道横町付

近を、また宝泉寺では閻魔堂やもちあげ観音を、そして坂下地蔵堂ではお堂に特別にあが

らせていただきいわゆる西のお地蔵様を見学させていただきました。この後矢の山公園に

上り、昭和天皇が摂政時代陸軍の大演習を総監したという地点（御野立場）に立つと、木々

の間から現在の日野のまちを望むことができましたが、かつて宿の周りに豊かな稲田が広

がっていたことなどまったく想像できませんでした。最後に新選組のふるさと歴史館で開

催中の特別展「ほどくぼ小僧勝五郎生まれ変わり物語」を見学した後現地で散会しました。 

このまち歩き会では、実践女子大の高田典夫教授、谷享司さん、日野駅長さん、志村磨

智子さん、木村邦生さん、宝泉寺住職、河野喜映（よしてる）さん、加地勝さん、北村澄

江さんにそれぞれ解説していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

坂下地蔵堂（東の地蔵） 

□日野駅前の日野宿 

案内板前で記念撮影 

□坂下地蔵堂（西の地蔵） 

□地蔵堂内 


